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Ⅰ．はじめに
腎 移 植 術 後 新 規 糖 尿 病（new-onset diabetes after 
transplantation: NODAT）とは、移植後に新しく発症する





























































腎移植術後新規糖尿病（new-onset diabetes after 
transplantation: NODAT）を発症した患者の
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研究参加者は 5名（男性 1名、女性 4名）で、平均年齢は
59.8 ± 7.2 歳であった。職業は専業主婦 2名、パート及び主
婦 2 名、公務員 1 名であった。移植に至った腎疾患は IgA
腎症 1名、多発性嚢胞腎 1名、慢性糸球体腎炎 2名、原因不
明 1名であった。5名とも薬物治療（経口薬物療法 3名、イ
ンスリン療法 1名、経口薬物及びインスリン療法 1名）を
行っており、HbA1c 値は 6.0% 未満が 2 名、7.0% 未満が 2
名、8.0% 未満が 1 名であった（表 1）。面接時間の平均は
32.8 ± 13.1 分（22 分～ 53 分）であった。
分析の結果、「退院後の自己管理の現状と困難」には、7
のカテゴリーと 16 のサブカテゴリー、47 のコードが抽出さ
れた。「退院後の自己管理に関する困難への対応」には、6
のカテゴリーと 26 のサブカテゴリー、73 のコードが抽出さ
れた。「入院中の看護師による指導と患者が重要と考える指


























































































































学会が示す、合併症予防のための HbA1c 目標値 5）である
























































カテゴリーと 16 のサブカテゴリー、47 のコードが、「退院
後の自己管理に関する困難への対応」には、6のカテゴリー
と 26 のサブカテゴリー、73 のコードが、「入院中の看護師
による指導と患者が重要と考える指導」には、2 のカテゴ
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